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第６章

安心・安全
（マナー，セキュリティ，防災・減災）

第１節　スマートフォンのマナー
―歩きスマホ，食事中の利用…
気になりませんか

第２節　スマートフォンのセキュリティ
―スマホのセキュリティ対策は
何をしているのか

第３節　防災・減災とICT利活用
―災害時にスマホ・ケータイが
どのような役割を果たせるのか



148

第
６
章

第１節 スマートフォンのマナー
―�歩きスマホ，食事中の利用…気になりません

か

◆ポイント◆
●　�「場所・時間をわきまえない撮影」「歩行中の急な割り込みや急な
立ち止まり」を約９割が不快と思う（資料６-３）。

●　�半数が歩きスマホを行っている（資料６-７）。
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   資料６-１  　自身が公衆の面前でスマホを使って行っている行動（SA）

・「手持ちぶさたに端末をいじる」は７割弱が行っている。

(n=4,422)

とくに気にせず行っている 多少気になるが行っている

状況に迫られて仕方なく行う 行っていない

27 27 

15 15 

21 21 

26 26 

5 5 

7 7 

3 3 

2 2 

8 8 

8 8 

7 7 

26 26 

17 17 

19 19 

29 29 

12 12 

17 17 

6 6 

7 7 

20 20 

21 21 

19 19 

9 9 

8 8 

15 15 

13 13 

13 13 

16 16 

8 8 

9 9 

23 23 

23 23 

25 25 

37 37 

60 60 

45 45 

32 32 

70 70 

60 60 

83 83 

83 83 

49 49 

48 48 

49 49 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
電源をONのままで
電車やバスの優先席付近に
乗っている

マナーモードにせずに
電車やバスに乗っている

端末を机などの面前に置いておく，
または握り締めている

手持ちぶさたに端末をいじる

授業中や会議中に端末を操作する，
または着信をチェックする

着信音やバイブが響き，
置いたままや気づかないことで
数回鳴らす

ボタンやゲームの効果音を
まわりに聞こえるように鳴らす

映画館など，暗さが重要な場所で
画面から発光させる

歩行中の使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

食事中の使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

人ごみの中での使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

注：スマホを所有している人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-２  　他者がスマホを使って行っている行動で気になること（SA）

・音や光に関する事項については，多くの人が気になると回答。

15 15 

28 28 

10 10 

12 12 

32 32 

29 29 

46 46 

47 47 

38 38 

35 35 

32 32 

31 31 

37 37 

26 26 

28 28 

35 35 

38 38 

31 31 

30 30 

32 32 

33 33 

33 33 

32 32 

23 23 

40 40 

37 37 

19 19 

21 21 

13 13 

13 13 

18 18 

20 20 

22 22 

22 22 

12 12 

24 24 

23 23 

13 13 

13 13 

10 10 

9 9 

11 11 

12 12 

13 13 

(n=6,000)

気になる 多少気になる

あまり気にならない 気にならない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
電源をONのままで
電車やバスの優先席付近に
乗っている

マナーモードにせずに
電車やバスに乗っている

端末を机などの面前に置いておく，
または握り締めている

手持ちぶさたに端末をいじる

授業中や会議中に端末を操作する，
または着信をチェックする

着信音やバイブが響き，
置いたままや気づかないことで
数回鳴らす

ボタンやゲームの効果音を
まわりに聞こえるように鳴らす

映画館など，暗さが重要な場所で
画面から発光させる

歩行中の使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

食事中の使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

人ごみの中での使用
（通話，メール，サイト閲覧等）

出所：2018年一般向けモバイル動向調査
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   資料６-３  　スマートフォンに関わる行動と不快に思う事項（SA）

・「場所・時間をわきまえない撮影」「歩行中の急な割り込みや急な立ち止ま
り」は９割弱が不快と感じている。

(n=6,000)不快に思う やや不快に思う あまり不快と思わない 不快と思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

57.157.1 30.930.9 8.68.6 3.43.4場所・時間をわきまえない撮影

52.252.2 35.035.0 9.39.3 3.53.5歩行中の急な割り込みや
急な立ち止まり

44.144.1 35.035.0 15.815.8 5.25.2エレベーターなどの閉鎖的な
空間で聞こえるゲーム音や音楽

39.739.7 35.735.7 18.918.9 5.75.7エレベーターなどの閉鎖的な
空間で聞こえる通話

30.030.0 41.941.9 21.221.2 6.96.9電車やエレベーター等の乗降時や
行列待ち時に動きが緩慢

出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

   資料６-４  　�スマートフォンに関わる行動と不快に思う事項 スマート
フォン所有別（SA）

(全体=6,000　スマホ保有＝4,422　スマホ未保有＝1,578)

8888

8888

8888

8787

8787

8787

7979

7878

8383

7575

7373

8181

7272

6969

7979

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

スマホ保有者

スマホ未保有者

全体

スマホ保有者

スマホ未保有者

全体

スマホ保有者

スマホ未保有者

全体

スマホ保有者

スマホ未保有者

全体

スマホ保有者

スマホ未保有者

場所・時間を
わきまえない
撮影

歩行中の急な
割り込みや急な
立ち止まり

エレベーターな
どの閉鎖的な空
間で聞こえるゲ
ーム音や音楽

エレベーター
などの閉鎖的な
空間で聞こえる
通話

電車やエレベー
ター等の乗降時
や行列待ち時に
動きが緩慢

出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査



152

第
６
章

 資料６-５  　場所・時間をわきまえない撮影を不快と感じる（SA）

・全年代，女性が男性より高い。・女性は全年代で９割ほど，男性は若年代ほど低い。

(n=6,000)男 女

7878

7878

8282

8181

8888

8989

8989

9090

9292

8989

9494

9191

9292

9494

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=356)

20代(n=746)

30代(n=913)

40代(n=1,145)

50代(n=918)

60代(n=1,096)

70代(n=826)

出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-６  　�電車やエレベーター等の乗降時や行列待ち時に動きが緩慢
であることを不快と感じる（SA）

・高年齢層ほど高く，若年層は女性が高い。

(n=6,000)男 女

5353

6161

6464

6767

7878

8080

8484

6767

6565

6767

7070

7272

7878

8585

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=356)

20代(n=746)

30代(n=913)

40代(n=1,145)

50代(n=918)

60代(n=1,096)

70代(n=826)

出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-７  　歩行中のスマートフォンの利用（SA）

・５割強が歩行中にスマートフォンを利用している。

88 2020 2323 4949

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=4,422)

とくに気にせず行っている 多少気になるが行っている

状況に迫られて仕方なく行う 行っていない

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-８  　歩行中のスマートフォンの利用を行う理由（MA）

・７割弱が「その時必要だから」と回答。

(n=2,265)

6868

2424

1717

88

66

55

33

66

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

その時に必要だから

つい無意識でやってしまう
きりのよいところまで

やりたいから
周りの歩行者を巻き込む
危険がなさそうだから

自分にとって
危険がなさそうだから

楽しいから

みんながやっているから

その他

注：スマートフォン所有者の中で，歩行中のスマートフォンの利用を行う人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-９  　歩行中のスマートフォンの利用で行っていること（SA）

4747

4545

4545

3838

3333

2222

1616

1515

77

33

44

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

通話

LINE

乗り換え案内情報の検索

目的地の地図あるいはナビ

メール

ニュース/天気サイトの閲覧

Facebook，Twitter，Instagram

ゲーム

動画の閲覧

マンガの閲覧

その他

(n=2,265)

注：スマートフォン所有者の中で，歩行中のスマートフォンの利用を行う人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-10  　�電車やエレベーター等の乗降時や行列待ち時に動きが緩慢
（SA）

(n=2,265)

2929

1919

66

44

22

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％

ものにぶつかった

人にぶつかった

注意された

転んだ

階段から落ちた

注：スマートフォン所有者の中で，歩行中のスマートフォンの利用を行う人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査



155

安
心
・
安
全
（
マ
ナ
ー
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
防
災
・
減
災
）

第
６
章

 資料６-11 　歩きスマホを行っている人とぶつかった経験（SA）

19.8 19.8 80.3 80.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=6,000)ある ない

出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-12 　食事中のスマートフォンの利用（SA）

88 2121 2323 4848

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=4,422)

とくに気にせず行っている 多少気になるが行っている

状況に迫られて仕方なく行う 行っていない

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査
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 資料６-13 　自宅での食事中，スマートフォンの置き場所　男女別（MA）

・男性は卓上，ポケットの中がそれぞれ３割程度。・女性は卓上が４割強，カバンの中が３割弱。

(n＝4,422)

3636
4444

3535
1212
1515

2727
33
66

2323
2222

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

卓上

ポケットの中

かばんの中

その他

食事の場に
持ち込まない

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-14 　外出先での食事中，スマートフォンの置き場所（MA）

・男性の５割強がポケットの中，女性は７割弱がカバンの中。・卓上に置いて食事をする人は，男女とも３割弱。

(n＝4,422)

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

卓上

ポケットの中

かばんの中

その他

食事の場に
持ち込まない

2424
2626

5757
1515

2626
6868

11
11

99
66

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-15  　�子どもから食事中にスマートフォンを使用し注意された経
験（SA）

(n=1,221)

ある，19%

ない，81% 

注：高校生以下の子どもと同居している親で，スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査

 資料６-16  　�子どもが食事中にスマートフォンを使用して注意した経験
（SA）

(n=613)

ある，54%

ない，46%

注：高校生以下の子どもと同居している親で，子どもがスマートフォン所有している人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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第２節 スマートフォンのセキュリティ
―�スマホのセキュリティ対策は何をしているの

か

◆ポイント◆
● �４人に１人がスマートフォンのセキュリティ対策を何もしていな
い（資料６-17）。

● �対策をしない理由として，若年層は「めんどくさい」，高年層は
「実施方法がわからない」が高い（資料６-21）。
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 資料６-17  　スマホ・ケータイへのセキュリティ対策 経年対策（SA）

・４人に１人が何の対策もしていない。

(n=4,422)

47 47 

29 29 

25 25 

22 22 

20 20 

16 16 

12 12 

11 11 

10 10 

9 9 

4 4 

0.3 0.3 

24 24 

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％ 
初期設定と違うパスワードや，
画面ロックを利用している
提供元不明のアプリは
ダウンロードしない

最新のOSにアップデートする

無料ウイルス対策アプリを
利用している

他人から見られないようにする
スマートフォン・ケータイ以外（銀行の
ATMなど）で利用しているパスワード・
パターン等と異なるものを使っている
有料ウイルス対策アプリを利用している

個人情報や履歴を保存せずこまめに消す

Wi-Fiネットワークへ常時接続せずに
利用時にのみ接続している
画面ロックのパスワード・パターン等を
定期的に変更している

遠隔ロック契約をしている

その他

対策は特に行っていない

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-18  　�子どものスマートフォンにフィルタリングを利用している
か（SA）

利用している 利用していない わからない

2017年 n=579  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年 n=719  

25.925.9

28.128.1

55.155.1

53.453.4

19.019.0

18.518.5

 資料６-19  　いつまでフィルタリングを設定すべきと思うか（SA）

・７割を超える親は「中学生」「高校」まではフィルタリングを実施すべき
と回答。

小学生までは実施すべき 中学生までは実施すべき
高校（相当の年齢）までは実施すべき スマートフォンを利用させるべきではない
一律に実施すべきではない

1212

1010

1010

77

4444

4141

4040

4141

3434

3333

3434

4040

44

99

77

33

66

77

99

99

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生入学前の子どもの親
(n=659)

小学生の子どもの親
(n=514)

中学生の子どもの親
(n=326)

高校生・高等専門学校生相当の
子どもの親(n=305)

注：高校生以下の子どもと同居している親で、子どもがスマートフォンを所有している人が対象。
出所：2017年-2018年一般向けモバイル動向調査

注：高校生以下の子どもと同居している親で、子どもがスマートフォンを所有している人が対象。
出所：2017年-2018年一般向けモバイル動向調査



161

安
心
・
安
全
（
マ
ナ
ー
，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
，
防
災
・
減
災
）

第
６
章

 資料６-20  　セキュリティ対策を行わない理由（MA）

・特に理由はないが，６割弱を占める。次いで「実施方法がわからない」「め
んどくさい」が２割を超える。

(n=1,074)

22

21

6

6

3

0.7

57

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％
実施方法が

わからないから

めんどくさいから

費用が高い
どんな脅威があるか
わからないから

時間がない

その他

特に理由はない

注：スマートフォン所有者の中で，セキュリティ対策を何も行っていない人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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 資料６-21  セキュリティ対策を行わない理由　年代別（SA）

・若年層は「めんどくさい」，高年層は「実施方法がわからない」が高い。

(n=1,074)
実施方法がわからないから めんどくさいから 費用が高い
どんな脅威があるかわからないから 時間がない その他

2323
1313

33
33

22
00

10代
(n=64)

1919
3535

66
66

22
11

20代
(n=168)

2525
1919

66
55

44
11

30代
(n=194)

2121
2121

66
55

22
00

40代
(n=240)

2525
2020

88
66

44
11

50代
(n=158)

2424
1010

55
66

33
11

60代
(n=160)

2424
1414

1010
77

11
22

70代
(n=90)

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

注：スマートフォン所有者の中で，セキュリティ対策を何も行っていない人が対象。
出所：2018年スマホのマナー・セキュリティ調査
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第３節 防災・減災とICT利活用
―�災害時にスマホ・ケータイがどのような役割

を果たせるのか

◆ポイント◆
●　�災害情報を得るツール，都市部の若年層は「ICT重視」，中高齢層
は「メディア重視」，地方部は「公的・人伝重視」（資料６-26）。

●　�同居・別居家族との災害時の連絡方法，約半数が決めていて，そ
の半数が複数の手段を考えている（資料６-31，資料６-34）。
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   資料６-22  　災害時に利用するICTサービスの認知・利用（SA）

・「災害用伝言ダイヤル」の認知は約６割。・2015年以降，「当てはまるものはない」は減少傾向。

2014年(n=2,743) 2015年(n=2,420) 2016年(n=2,451) 2017年(n=2,556) 2018年(n=5,085)

0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 

災害用伝言ダイヤルが
あることを知っている

携帯電話に
災害用伝言板があることを

知っている

携帯電話の
災害用音声お届けサービスを

知っている

携帯電話に
災害用伝言板があることを

知っている

災害用伝言ダイヤルを
利用したことがある

災害用伝言板を
利用したことがある

災害用音声お届けサービスを
利用したことがある

当てはまるものはない

45.145.1
41.741.7
42.142.1
40.640.6

59.859.8

28.028.0
25.725.7
27.727.7
27.027.0
30.630.6

8.78.7
8.18.1
9.29.2
9.19.1
12.212.2

28.028.0
25.725.7
27.727.7
27.027.0
30.630.6

3.93.9
3.33.3
3.83.8
3.73.7
3.63.6

2.72.7
2.52.5
2.82.8
2.42.4
2.52.5

1.21.2
1.11.1
0.90.9
1.61.6
2.02.0

38.438.4
42.642.6

40.640.6
34.734.7

25.625.6

注：スマートフォン・ケータイ所有者が対象。
出所：2014-2018年一般向けモバイル動向調査
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   資料６-23  　在宅時に災害情報を得る主な手段（SA）

・在宅時に災害が発生した時に，災害情報（安否確認を除く）を得る手段。・大別すると，「ICT」「メディア」「公的・人伝」が３等分に分かれる。
（％）

ICT メディア 公的・人伝

インター
ネット

エリア・
緊急
メール

スマホ
アプリ SNS

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

防災無
線・サ
イレン

広報車
や消防
車両

近所の
知人・
親戚

区長・
自治組
織

遠方の
知人・
親戚

半
鐘

複数
回答 68 45 28 20 71 44 61 49 33 17 12 ４

最も
重視

17 10 ４ ２ 26 ７ 19 10 ３ ２ ０ ０
33 33 34

（n＝6,225）
出所：2017年防災・減災調査

   資料６-24  　在宅時に災害情報を得る手段　年代別（MA）

・若年層は「インターネット」，中高年齢層は「テレビ」が最も高い。
20代 30代 40代 50代 60代 70代

１位 インター
ネット 70％ インター

ネット 71％ テレビ 67％ テレビ 71％ テレビ 78％ テレビ 85％

２位 テレビ 62％ テレビ 63％ インターネット 66％ インターネット 69％ インターネット 65％ 防災無線 67％

３位 防災無線 59％ 防災無線 61％ 防災無線 58％ 防災無線 59％ 防災無線 63％ インターネット 67％

４位 SNS 38％ エリア
メール 48％ エリア

メール 48％ 広報車・消防車 51％ 広報車・消防車 59％ 広報車・消防車 65％

５位 エリア
メール 38％ 広報車・

消防車 44％ 広報車・消防車 42％ ラジオ 46％ ラジオ 51％ ラジオ 57％

（n＝6,225）
出所：2017年防災・減災調査

   資料６-25  　外出時に災害情報を得る手段　年代別（MA）

・全世代「インターネット」の割合が高い。
20代 30代 40代 50代 60代 70代

１位 インター
ネット 81％ インター

ネット 82％ インターネット 78％ インターネット 71％ インターネット 65％ 家族 64％

２位 家族 54％ 家族 52％ 家族 48％ 家族 51％ 家族 56％ インターネット 59％

３位 スマホ
アプリ 41％ エリア

メール 47％ エリア
メール 47％ エリア

メール 47％ エリア
メール 48％ ラジオ 50％

４位 エリア
メール 37％ 友人・

知人 37％ スマホ
アプリ 38％ ラジオ 42％ ラジオ 45％ エリア

メール 47％

５位 友人・
知人 37％ ラジオ 37％ ラジオ 37％ スマホ

アプリ 37％ 友人・
知人 38％ 友人・

知人 46％

（n＝6,225）
出所：2017年防災・減災調査
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   資料６-26  　在宅時に災害情報を得る手段　年代・都市規模別（SA）

・「公的・人伝」は小規模都市ほど高い傾向。・20～30代は大規模都市ほど「ICT」が，40代以上は大規模都市ほど「メディ
ア」が高い傾向。
年齢 都市規模 ICT メディア 公的・人伝

20-30

政令指定 47％ 29％ 24％
中核・特例 42％ 30％ 27％
一般市 41％ 25％ 34％
町村 31％ 29％ 40％

40-50

政令指定 36％ 41％ 23％
中核・特例 35％ 37％ 28％
一般市 32％ 33％ 36％
町村 32％ 22％ 46％

60-70

政令指定 27％ 50％ 23％
中核・特例 25％ 38％ 38％
一般市 24％ 32％ 44％
町村 17％ 25％ 57％

（n＝6,225）
出所：2017年防災・減災調査

   資料６-27  　在宅時に災害情報を得る手段　エリア別（SA）

　　　 都道府県

北海道

青森・秋田・山形

岩手・宮城・福島

茨城・栃木・群馬・埼玉

千葉・神奈川

東京

山梨・長野

新潟・富山・石川・福井

愛知・岐阜・静岡・三重

滋賀・京都・大阪・兵庫

奈良・和歌山

鳥取・島根

岡山・広島・山口

香川・徳島

愛媛・高知

福岡・佐賀・長崎

大分・熊本

宮崎・鹿児島

沖縄

  表示単位

北海道

日本海東北

太平洋東北

北関東

南関東

東京

甲信

北陸

東海

近畿北中部

近畿南部

山陰

山陽

東四国

西四国

北九州

中九州

南九州

沖縄
(n=6,225)

ICT重視 ICT・メディア重視 メディア重視
公的・人伝重視 ICT，メディア，公的・人伝が均衡

出所：2017年防災・減災調査
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   資料６-28  　安否確認サービスの認知・利用・自信（SA）

・「災害用伝言板」「災害用伝言ダイヤル」「災害用音声お届けサービス」を
１つ以上知っている人は，７割を超える。

・サービスを知っている人の中で，災害時に適切に利用できる人は，２～３
割程度に止まる。

災害用
伝言板

災害用伝言
ダイヤル

災害用音声お
届けサービス

左記のサービス
一つでも該当する

知っている 60.6％ 41.6％ 13.5％ 72.6％
利用したことがある（※） 11.3％ 11.8％ 11.8％ 13.2％

災害時 4.3％ 3.3％ 4.0％ 4.8％
体験版 7.3％ 9.0％ 8.5％ 9.1％

災害時に適切に利用する
自信がある（※） 23.5％ 23.0％ 32.3％ －

利用してみたい 65.9％ 44.8％ 11.9％ 86.5％
（n＝6,225）

注：それぞれのサービスを知っている人が対象。
出所：2017年防災・減災調査

   資料６-29  　災害用伝言版への自信と利用経験（SA）

・「災害用伝言板」を体験版でも利用した経験のある人は，ない人と比較し，
37ポイントも災害時の適切な利用に自信を持っている。

(n=3,772)

67%

21%

57%

20%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

あり なし あり なし
災害時の利用経験 体験版の利用経験

注：災害用伝言板を知っている人が対象。
出所：2017年防災・減災調査
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   資料６-30  　災害時に連絡方法の手段を決めているか（SA）

・同居家族と災害時に連絡方法を決めている人は５割程度。

54%

49%

39%

39%

33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

同居家族
（n=4,556)

別居家族
(n=4,190)

友人
(n=4,906)

職場の人
(n=3,707)

近隣の人々
(n=3,067)

注：それぞれ対象者がいる人が回答。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査

   資料６-31  　同居家族と連絡方法の手段をいくつ決めているか（SA）

・１つ決めている人が５割弱を占める。

(n=2,462)

１つ
49%
１つ
49%

２つ
29%
２つ
29%

３つ以上
22%

３つ以上
22%

注：同居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査
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   資料６-32  　同居家族と災害時に連絡をとる手段（MA）

・スマホ・ケータイを使う（通話・メール）が上位。

(n=2,462)

46
27

13
13

10
10

6
4
3
2
3

0 10 20 30 40 50 (%)

その他

遠隔地の親戚や知人を連絡係として決めている

スマホ・ケータイの災害用音声お届けサービス

公衆電話

スマホ・ケータイの災害用伝言板

SNSのメッセージ（LINEなど）

SNSの音声通話（LINE，Skype等）

災害用伝言ダイヤル

自宅または会社の固定電話での通話

スマホ・ケータイのメール

スマホ・ケータイの通話

注：同居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査

   資料６-33  　同居家族と災害時に連絡をとる手段　年代別（MA）

・全世代「ケータイの通話」が１位。・若年層はSNSに関わる項目が上位。・高年層になると，「固定電話」が上位に入る。
年代 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

10代 スマホ・ケー
タイの通話 63％ SNSの

メッセージ 33％ SNSの
音声通話 30％ スマホ・ケータイのメール 30％ 固定電話 13％

20代 スマホ・ケー
タイの通話 60％ スマホ・ケータイのメール 24％

SNSの
音声通話 22％ SNSの

メッセージ 18％ 災害用伝言ダイヤル 17％

30代 スマホ・ケー
タイの通話 67％ スマホ・ケータイのメール 38％

SNSの
音声通話 18％ SNSの

メッセージ 17％ 災害用伝言ダイヤル 17％

40代 スマホ・ケー
タイの通話 70％ スマホ・ケータイのメール 42％

災害用伝言
ダイヤル 21％ 固定電話 15％ SNSの

音声通話 15％

50代 スマホ・ケー
タイの通話 69％ スマホ・ケータイのメール 46％

災害用伝言
ダイヤル 16％ 固定電話 16％ SNSの

メッセージ 17％

60代 スマホ・ケー
タイの通話 70％ スマホ・ケータイのメール 45％ 固定電話 20％ 災害用伝言

ダイヤル 20％ SNSの
音声通話 ９％

70代 スマホ・ケー
タイの通話 63％ 固定電話 39％ スマホ・ケータイのメール 39％

災害用伝言
ダイヤル 21％ 災害用

伝言板 10％

（n＝2,462）
注：同居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査



170

第
６
章

   資料６-34  　別居家族と連絡方法の手段をいくつ決めているか（SA）

・１つ決めている人が５割強を占める。

(n=2,040)

１つ
53%
１つ
53%

２つ
28%
２つ
28%

３つ以上
19%

３つ以上
19%

注：別居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査

   資料６-35  　別居家族と災害時に連絡をとる手段（MA）

・スマホ・ケータイを使う（通話・メール）が上位。

(n=2,040)

0 5 10 15 20 25 30 35 40（％）

その他

遠隔地の親戚や知人を連絡係として決めている

スマホ・ケータイの災害用音声お届けサービス

公衆電話

スマホ・ケータイの災害用伝言板

SNSの音声通話（LINE，Skype等）

SNSのメッセージ（LINEなど）

災害用伝言ダイヤル

自宅または会社の固定電話での通話

スマホ・ケータイのメール

スマホ・ケータイの通話

注：別居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査
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   資料６-36  　別居家族と災害時に連絡をとる手段　年代別（MA）

・全世代「ケータイの通話」が１位。・若年層はSNSに関わる項目が上位。・中高年層になると，「固定電話」が上位に入る。
年代 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

10代 スマホ・ケー
タイの通話 53％ SNSの

メッセージ 26％ SNSの
音声通話 20％ スマホ・ケータイのメール 12％

災害用伝言
ダイヤル 10％

20代 スマホ・ケー
タイの通話 55％ スマホ・ケータイのメール 29％

SNSの
メッセージ 19％ SNSの

音声通話 18％ 固定電話 14％

30代 スマホ・ケー
タイの通話 64％ スマホ・ケータイのメール 33％

SNSの
メッセージ 20％ SNSの

音声通話 20％ 災害用伝言ダイヤル 16％

40代 スマホ・ケー
タイの通話 70％ スマホ・ケータイのメール 38％ 固定電話 15％ 災害用伝言

ダイヤル 13％ SNSの
メッセージ 11％

50代 スマホ・ケー
タイの通話 67％ スマホ・ケータイのメール 43％ 固定電話 16％ SNSの

メッセージ 16％ SNSの
音声通話 14％

60代 スマホ・ケー
タイの通話 65％ スマホ・ケータイのメール 45％ 固定電話 22％ 災害用伝言

ダイヤル 16％ SNSの
メッセージ 11％

70代 スマホ・ケー
タイの通話 62％ スマホ・ケータイのメール 38％ 固定電話 35％ 災害用伝言

ダイヤル 19％ 災害用
伝言板 ８％

（n＝2,040）
注：別居家族がいる人で，災害時の連絡手段を決めている人が対象。
出所：2018年一般向けモバイル動向調査

   資料６-37  　スマートフォンへの防災系アプリのインストール率（SA）

(n=4,156)

ある, 32%ある, 32%

ない, 68%ない, 68%

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2017年防災・減災調査
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   資料６-38  　インストールしている防災系アプリ（SA）

(n=4,156)

27%

7%

3%

3%

1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自治体が作成したアプリ

災害用キット

防災情報　全国避難ガイド

NHKニュース防災

1%その他

Yahoo!防災速報

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2017年防災・減災調査

   資料６-39  　防災系アプリのインストール　年代別（SA）

・年代が高いほどインストールが高い傾向。

(n=4,156)

0%

10%

20

20%

30

27%

40

34%

50

40%

60

41%

70

44%

20%

30%

40%

50%

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2017年防災・減災調査
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   資料６-40  　防災系アプリのインストール　エリア別（SA）

・防災意識が高い，あるいは高齢化率が高いエリアはインストール率が高い
傾向。

(n=4,156)

35％～ 30％～35％ ～30％

　　　  都道府県

北海道

青森・秋田・山形

岩手・宮城・福島

茨城・栃木・群馬・埼玉

千葉・神奈川

東京

山梨・長野

新潟・富山・石川・福井

愛知・岐阜・静岡・三重

滋賀・京都・大阪・兵庫

奈良・和歌山

鳥取・島根

岡山・広島・山口

香川・徳島

愛媛・高知

福岡・佐賀・長崎

大分・熊本

宮崎・鹿児島

沖縄

  表示単位

北海道

日本海東北

太平洋東北

北関東

南関東

東京

甲信

北陸

東海

近畿北中部

近畿南部

山陰

山陽

東四国

西四国

北九州

中九州

南九州

沖縄

注：スマートフォン所有者が対象。
出所：2017年防災・減災調査
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コラム
③

防災・減災のためにスマホの活用
―テレビ放送と同時にみることができるアプリ

今回の調査においても，災害時にテレビを頼りにする人は多かった。しか
しながら，災害は外出中に発生する場合もあれば，在宅時に発生しても停電
により，テレビが見られない場合が多々ある。
NHKニュース・防災アプリでは災害時にはテレビ放送をスマートフォン

で視聴することができる。また，放送時にはプッシュ通知でお知らせしてく
れる。

   資料C3-１  　放送同時提供やライブカメラ

さらに，３ヶ所地点を登録することができ，「気象の警報」や「避難情報」，
「熱中症情報」などを通知してくれる。筆者も，自宅，実家，職場を登録し
ている。出張中などに自宅のあるエリアに気象警報が出されたときなど，即
座に知ることができ，重宝している。また，こういった情報をいち早く知る
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ことは，早期警戒・避難誘導など，防災面から見ても有益である。
アプリ内には，「NHKラジオらじる★らじる」へ遷移するコンテンツもあ

る。今回の調査においても，高齢層中心に「ラジオ」への支持が強く，この
アプリをインストールすることで利用することができ，災害時への活用も期
待できる。
当アプリはニュースや天気を閲覧することができ，平時でも利活用できる。

災害時に慣れていないツールやアプリの利用は，困難である。普段使いして
いるサービスを災害時にも利用することが理想である。また地震情報など受
信したときの連絡方法など家族や職場の人と話し合っておくことが，最大限
情報を活用するために，肝心ではないだろうか。

   資料C3-２  　NHKニュース・防災アプリ

ニュース
防災

NHK

詳しくは次のURLを参考：https://www3.nhk.or.jp/news/news_bousai_app/




